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一
、
は
じ
め
に

当
研
究
所
附
属
博
物
館
（
以
下
、
当
館
）

に
は
経
文
を
線
刻
し
た
偏
平
宝
塔
形
泥
塔

五
点
が
収
蔵
さ
れ
て
お
り
（
写
真
１
、
図

１
）、
う
ち
四
点
は
一
九
九
七
年
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
以
降
、
常
設
展
示
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
度
、
こ
の
偏
平
宝
塔
形
泥
塔
に

つ
い
て
調
査
す
る
機
会
を
得
た
の
で
、
そ

の
所
見
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

こ
の
泥
塔
は
、
昭
和
六
〇
年
度
に
個
人

か
ら
購
入
し
た
一
一
一
点
の
泥
塔
の
う
ち

の
五
点
で
あ
り
、
出
土
地
（
遺
跡
名
）
は
、

伯
耆
国
東
伯
郡
以
西
村
船
山
上
（
現
鳥
取

県
東
伯
郡
）の
智
積
寺
と
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
時
の
購
入
品
は
、『
橿
原
考
古
学
研
究
所

年
報
』
一
二

昭
和
六
〇
年
度
、
一
九
八

六
年
に
一
覧
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
資
料

は
当
館
で
収
蔵
し
て
い
る
。

二
、
伝
智
積
寺
泥
塔
の
由
来

智
積
寺
出
土
と
さ
れ
る
泥
塔
は
各
地
で

所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
現
在
ま
で
に
七
〇
〇

点
以
上
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
泥
塔

は
、
笵
型
に
粘
土
を
押
し
当
て
る
型
抜
き

に
よ
る
も
の
で
、
片
面
に
の
み
偏
平
な
塔

形
を
作
り
出
し
て
い
る
。
塔
身
部
に
は
梵

字
種
子
「
カ
」（
地
蔵
）
を
陽
出
し
、
基

礎
部
に
『
法
華
経
』
の
経
文
一
文
字
が
線

刻
さ
れ
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。

『
以
西
村
郷
土
誌
』（
旧
趾

太
千
寺
跡
）

に
よ
れ
ば
、
こ
の
泥
塔
が
多
量
に
見
つ

か
っ
た
の
は
昭
和
一
〇
年
の
こ
と
と
さ
れ

る
。
京
都
大
学
所
蔵
の
寄
贈
品
に
昭
和
一

〇
年
の
も
の
五
点
、
昭
和
一
五
年
の
も
の

一
八
点
が
あ
り
、
学
会
に
初
め
て
報
告
さ

（
̍
）

れ
た
の
が
昭
和
一
一
年
で
あ
る
の
で
、
昭

（
̎
）

和
一
〇
年
頃
に
多
量
に
掘
り
出
さ
れ
た
も

の
が
、
早
い
段
階
で
分
散
し
て
い
る
よ
う

で
あ
る
。

こ
の
種
の
泥
塔
は
全
国
に
分
散
す
る

が
、
そ
の
多
く
は
当
館
の
資
料
と
同
じ
く

智
積
寺
跡
出
土
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

こ
の
種
の
泥
塔
が
多
量
に
出
土
し
た
場
所

は
、
旧
東
伯
郡
以
西
村
大
字
竹
内
字
平
塚

（
現
鳥
取
県
東
伯
郡
琴
浦
町
）
に
あ
る
字

「
佛
隅
（
ホ
ト
ケ
グ
マ
）」
で
あ
り
、
現

（
̏
）

在
の
智
積
寺
か
ら
は
勝
田
川
を
挟
ん
で
西

に
五
〇
〇
ｍ
離
れ
て
い
る
。
出
土
地
は
、

太
千
寺
跡
と
称
さ
れ
、
智
積
寺
の
末
寺
跡

と
も
伝
え
ら
れ
る
が
史
料
は
な
く
定
か
で

は
な
い
。
文
化
庁
文
化
財
保
護
部
に
よ
る

『
全
国
遺
跡
地
図
』
鳥
取
県
（
昭
和
五
七

年
発
行
）
に
は
、
大
千
寺
遺
跡
（
６
―
78
）

と
し
て
登
載
さ
れ
て
い
る
。
泥
塔
の
出
土

地
が
智
積
寺
末
寺
跡
と
称
さ
れ
る
こ
と
や
、

近
く
に
智
積
寺
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
一
般

に
智
積
寺
跡
出
土
の
泥
塔
と
呼
ば
れ
る
よ

当
研
究
所
附
属
博
物
館
所
蔵
の
伝
智
積
寺
泥
塔
に
つ
い
て重

見

泰
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う
に
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、

現
在
の
智
積
寺
は
、
本
来
、
七
㎞
南
へ
離

れ
た
船
上
山
上
に
建
っ
て
い
た
も
の
で
、

約
四
〇
〇
年
前
頃
に
現
地
に
移
っ
た
と
さ

れ
る
。
こ
の
種
の
泥
塔
の
製
作
年
代
は
鎌

倉
～
南
北
朝
時
代
と
想
定
さ
れ
て
お
り
、

智
積
寺
と
の
関
連
性
は
低
い
。
し
た
が
っ

て
、
名
称
と
し
て
智
積
寺
を
冠
す
る
の
は

不
適
当
で
あ
り
、
池
上
悟
氏
が
い
う
よ
う

に
、
地
名
か
ら
伯
耆
竹
内
泥
塔
な
ど
と
呼

ぶ
の
が
妥
当
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
便
宜

（
̐
）

的
に
伝
智
積
寺
泥
塔
と
呼
ん
で
お
く
。

泥
塔
は
、「
佛
隈
」
に
作
ら
れ
た
高
さ

二
～
三
尺
（
六
〇
～
九
〇
㎝
）、
面
積
三
～

四
坪
（
一
〇
～
一
三
㎡
）
の
盛
り
土
の
中

央
の
窪
地
（
一
．五
ｍ
四
方
）
か
ら
出
土

し
て
お
り
、
そ
の
窪
地
に
は
石
積
み
の
形

跡
が
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
現
在

（
̑
）

で
も
径
五
ｍ
、
高
さ
一
．七
ｍ
ほ
ど
の
墳
丘

が
遺
存
し
、
そ
の
表
面
は
人
頭
大
の
河
原

石
で
全
面
覆
わ
れ
て
い
る
と
い
う
。
盛
り

（
̒
）

土
の
周
辺
に
は
、
室
町
時
代
と
思
わ
れ
る

小
形
の
五
輪
塔
の
石
材
も
数
点
確
認
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
遺
構
は
、
経
文
を
線
刻
し

た
泥
塔
を
納
め
る
た
め
の
施
設
で
あ
っ
た

可
能
性
が
高
い
こ
と
か
ら
、
経
塚
と
み
な

し
て
よ
い
だ
ろ
う
。

三
、
伝
智
積
寺
泥
塔
の
観
察
結
果
（
図
１
）

以
下
、
観
察
し
た
所
見
を
述
べ
る
。
資

料
の
番
号
（
№
10
～
10

14
）
は
、『
年
報
』

一
二
の
一
覧
に
掲
載
さ
れ
た
番
号
で
あ
り
、

そ
の
一
覧
の
記
載
内
容
も
挙
げ
て
お
く
。

№
10

宝
篋
印
塔

完
形
、
基
礎
と
塔
身

間
接
合
。
種
子
あ
り
「
仏
」（
？
）「
三
」

塔
身
部
と
基
礎
部
を
接
合
し
て
い
る
ほ

か
に
欠
損
部
位
は
な
い
。
全
長
六
．六
㎝
、

笠
部
幅
二
．四
㎝
。
相
輪
部
は
、
上
端
に

宝
珠
を
表
現
す
る
が
、
九
輪
は
中
央
に
一

条
の
く
び
れ
で
表
現
し
た
簡
素
な
も
の
で

あ
り
、
下
端
部
に
は
露
盤
に
あ
た
る
条
線

が
あ
る
。
笠
部
に
は
、
正
面
に
四
条
、
側

面
に
各
一
条
の
縦
の
掘
り
込
み
が
あ
る
。

左
側
面
の
も
の
は
正
面
か
ら
掘
り
込
む
も

の
で
、
笵
型
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
乾

燥
前
に
直
接
切
り
込
ん
だ
可
能
性
が
あ

る
。
塔
身
部
に
は
梵
字
種
子
「
カ
」
が
陽

出
さ
れ
、
基
礎
部
に
は
焼
成
前
に
「
三
」

が
刻
書
さ
れ
て
い
る
。
相
輪
部
と
塔
身
部

に
は
笵
型
の
木
目
と
み
ら
れ
る
細
か
な
縦

筋
が
認
め
ら
れ
る
が
、
基
礎
部
に
は
な
い
。

裏
面
に
は
粘
土
を
型
に
押
し
込
む
際
の
継

ぎ
足
し
痕
跡
が
認
め
ら
れ
、
と
く
に
調
整

は
行
わ
な
い
。
こ
の
粘
土
の
継
ぎ
足
し
痕

跡
は
塔
身
部
の
み
で
基
礎
部
に
は
続
か
な

い
。
型
の
深
さ
は
塔
身
部
で
七
㎜
で
あ

る
。

№
11

宝
篋
印
塔

相
輪
上
半
欠
損
、
基

礎
と
塔
身
間
接
合
。
種
子
あ
り「
仏
」（
？
）

「
干
」

相
輪
部
の
宝
珠
部
分
が
欠
損
し
て
お

り
、
塔
身
部
と
基
礎
部
を
接
合
す
る
。
全

長
五
．六
㎝
、
笠
部
幅
三
．一
㎝
。
相
輪
部

は
一
条
の
く
び
れ
が
あ
る
だ
け
の
簡
素
な

も
の
で
、
下
端
部
に
は
露
盤
に
あ
た
る
条

線
が
あ
る
。
笠
部
に
は
、
正
面
六
条
、
側

面
各
三
条
の
縦
の
掘
り
込
み
が
あ
る
。
塔

身
部
に
は
梵
字
種
子
「
カ
」
が
陽
出
さ
れ
、

基
礎
部
に
は
焼
成
前
に
「
千
」
が
刻
書
さ

れ
て
い
る
。
相
輪
部
と
塔
身
部
に
は
笵
型

の
木
目
と
み
ら
れ
る
細
か
な
縦
筋
が
認
め

ら
れ
る
。
裏
面
に
は
粘
土
を
型
に
押
し
込

む
際
の
継
ぎ
足
し
痕
跡
が
認
め
ら
れ
、
と

く
に
調
整
は
行
わ
な
い
。
こ
の
粘
土
の
継

ぎ
足
し
痕
跡
は
塔
身
部
の
み
で
基
礎
部
に

は
続
か
な
い
。
型
の
深
さ
は
塔
身
部
で
七

㎜
で
あ
る
。
形
態
や
成
形
時
の
痕
跡
な
ど

が
№
10
と
共
通
す
る
。

№
12

宝
篋
印
塔

相
輪
欠
損
（
露
盤
わ

ず
か
に
残
存
）。
種
子
あ
り
「
仏
」（
？
）

「
彼
」（
？
）

相
輪
部
が
欠
損
す
る
。
全
長
三
．八
㎝
、

笠
部
幅
二
．三
㎝
。
笠
部
に
は
、
正
面
に
の

柑
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桓

み
六
条
の
縦
の
掘
り
込
み
が
あ
る
。
塔
身

部
に
は
梵
字
種
子
「
カ
」
が
陽
出
さ
れ
、

基
礎
部
に
は
焼
成
前
に
「
彼
」
が
刻
書
さ

れ
て
い
る
。
裏
面
は
、
笠
部
と
基
礎
部
が

少
し
低
く
な
っ
て
お
り
、
塔
身
部
よ
り
も

強
く
押
さ
え
て
成
形
し
て
い
る
。
粘
土
の

継
ぎ
足
し
痕
跡
は
み
ら
れ
な
い
。
型
の
深

さ
は
塔
身
部
で
五
㎜
で
あ
る
。

№
13

宝
篋
印
塔

完
形
、
基
礎
と
塔
身

間
接
合
。
種
子
あ
り
「
仏
」（
？
）「
種
」

塔
身
部
と
基
礎
部
を
接
合
し
て
い
る
ほ

か
に
欠
損
部
位
は
な
い
。
全
長
五
．三
㎝
、

笠
部
幅
二
．五
㎝
。
相
輪
部
は
、
上
端
に

宝
珠
を
表
現
し
、
九
輪
を
条
線
で
表
す
。

笠
部
に
は
、
正
面
に
の
み
六
条
の
縦
の
掘

り
込
み
が
あ
る
。
塔
身
部
に
は
梵
字
種
子

「
カ
」
が
、
基
礎
部
に
は
「
種
」
が
そ
れ

ぞ
れ
焼
成
前
に
刻
書
さ
れ
て
い
る
。
相
輪

部
と
塔
身
部
の
側
面
に
は
成
形
時
の
バ
リ

が
残
る
。
型
の
深
さ
は
塔
身
部
で
七
㎜
で

あ
る
。

№
14

宝
篋
印
塔

完
形
、
塔
身
と
相
輪

間
接
合
。
種
子
あ
り
「
仏
」（
？
）「
亦
」

相
輪
部
と
笠
部
を
接
合
し
て
い
る
ほ
か

に
欠
損
部
位
は
な
い
。
全
長
六
．一
㎝
、
笠

部
幅
二
．五
㎝
。
相
輪
部
は
三
段
の
階
段

状
に
な
っ
て
い
る
。
笠
部
は
低
く
、
正
面

に
縦
二
条
の
掘
り
込
み
が
あ
る
。
塔
身
部

に
は
梵
字
種
子
「
カ
」
が
陽
出
さ
れ
、
基

礎
部
に
は
焼
成
前
に
「
亦
」
が
刻
書
さ
れ

て
い
る
。
相
輪
部
に
は
成
形
時
の
バ
リ
が

残
る
。
型
の
深
さ
は
塔
身
部
で
七
㎜
で
あ

る
。

四
、
接
合
資
料
に
つ
い
て

観
察
の
結
果
、
接
合
資
料
に
は
一
個
体

と
し
て
み
た
場
合
に
不
自
然
な
点
が
多
く
、

別
個
体
の
各
部
位
を
加
工
し
て
接
合
し
た

も
の
と
判
断
さ
れ
る
。
根
拠
は
以
下
の
と

お
り
で
あ
る
。

①
接
合
部
分
を
境
に
、
色
調
、
胎
土
、
焼

成
具
合
が
変
わ
る
（
№
10
・
10

13
・

10

13

14
）。

②
接
合
部
分
を
境
に
、
成
形
時
の
粘
土
継

ぎ
足
し
痕
跡
が
な
く
な
る
（
№
10
・
10
11
）。

③
接
合
部
分
を
境
に
、
厚
み
も
し
く
は
幅

が
変
わ
る
（
№
13
・
13

14
）。
№

13

14

13
は
基

礎
部
上
部
の
接
合
で
あ
る
が
、
幅
や
断

面
形
態
が
ま
っ
た
く
合
っ
て
い
な
い
。

④
接
合
部
位
が
塔
身
部
と
基
礎
部
の
境
に

あ
た
り
、
形
態
的
に
も
成
形
技
法
の
上

で
も
割
れ
に
く
い
箇
所
で
あ
る
こ
と
（
№

10
～
10

13
）。

⑤
割
れ
方
（
接
合
面
）
が
直
線
的
で
不
自

然
で
あ
る
こ
と
。

⑥
接
合
さ
れ
た
部
位
の
組
合
せ
が
類
型
に

は
存
在
し
な
い
（
№
14
）。
階
段
状
の
相

輪
部
が
接
合
さ
れ
た
№
14
の
笠
部
は
、

類
例
で
は
宝
篋
印
塔
形
と
な
っ
て
い
る
。
（
̓
）

⑦
確
認
の
た
め
、
№
14
の
相
輪
部
と
笠
部

の
接
合
を
外
し
た
と
こ
ろ
、
割
れ
口
に

人
為
的
な
研
磨
が
み
と
め
ら
れ
た
。
割

れ
方
が
不
自
然
で
あ
る
ほ
か
の
接
合
資

料
も
人
為
的
な
研
磨
の
の
ち
に
接
合
し

た
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。

五
、
類
例
と
の
比
較
検
討

奈
良
国
立
博
物
館
は
一
三
七
点
の
伝
智

積
寺
泥
塔
を
所
蔵
し
て
お
り
、
こ
の
度
、

（
̔
）

類
例
調
査
と
し
て
こ
れ
ら
を
観
察
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
。
そ
の
所
見
で
は
、
当
館
所

蔵
品
と
共
通
す
る
デ
ザ
イ
ン
の
も
の
で
あ

り
、
こ
れ
ら
の
胎
土
や
色
調
、
成
形
時
の

痕
跡
な
ど
は
当
館
所
蔵
品
と
類
似
す
る
こ

と
を
確
認
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
当
館

所
蔵
品
と
の
同
笵
関
係
に
は
な
い
も
の
の
、

両
者
は
一
連
の
遺
物
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
奈
良
国
立
博
物
館
所
蔵
品
の
う

ち
二
点
は
接
合
資
料
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら

も
当
館
所
蔵
品
と
同
じ
く
、
接
合
面
を
平

た
く
研
磨
し
た
別
個
体
同
士
を
接
合
し
た

も
の
で
あ
る
。
焼
成
や
胎
土
の
状
態
か
ら

判
断
し
て
、
接
合
さ
れ
た
各
部
位
は
、
そ

の
ほ
か
の
資
料
と
同
じ
一
連
の
製
品
で
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
本
物
の
可
能
性
が
高
い
。

不
自
然
な
接
合
状
況
か
ら
し
て
も
、
一
か

ら
模
作
し
た
も
の
と
は
考
え
に
く
い
。
こ

れ
ら
の
接
合
資
料
は
、
多
量
に
掘
り
出
さ

れ
た
泥
塔
の
う
ち
、
欠
損
し
て
い
る
も
の

の
な
か
で
大
き
さ
や
色
調
な
ど
の
特
徴
の

類
似
す
る
も
の
同
士
を
選
択
し
、
割
れ
口

を
直
線
的
に
削
っ
て
接
合
し
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。

六
、
ま
と
め

当
館
が
所
蔵
す
る
伝
智
積
寺
泥
塔
は
、

奈
良
国
立
博
物
館
所
蔵
品
と
特
徴
が
類
似

し
て
お
り
、
同
じ
経
緯
で
製
作
さ
れ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
意
味
で
は
す
べ

て
本
物
で
あ
る
。
し
か
し
、
接
合
資
料
に

関
し
て
は
、
別
個
体
を
意
図
的
に
接
合
し

た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
際
に
は
、
相
輪
部

と
笠
部
の
境
や
塔
身
部
と
基
礎
部
と
の
境

と
い
っ
た
部
位
の
変
化
点
に
合
わ
せ
て
加

工
し
て
い
る
点
に
お
い
て
、
遺
物
整
理
作

業
等
で
行
わ
れ
る
破
片
の
接
合
と
補
填
剤

に
よ
る
通
常
の
復
元
の
域
を
超
え
て
い
る
。

全
体
的
な
デ
ザ
イ
ン
の
参
考
資
料
と
し
て

は
有
効
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
欠
損
し
た

も
の
同
士
を
補
完
し
て
新
た
な
「
完
形
品
」

を
作
り
出
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
一
体
的

な
一
次
資
料
と
し
て
扱
う
こ
と
は
で
き
な

い
。
分
析
対
象
と
し
て
扱
う
場
合
に
は
、

接
合
さ
れ
た
破
片
そ
れ
ぞ
れ
を
個
別
の
資

料
と
し
て
扱
う
必
要
が
あ
る
。

註（
１
）
池
上
悟
「
伯
耆
赤
碕
出
土
の
泥
塔
経
」

『
考
古
学
論
究
』
第
六

立
正
大
学
考

古
学
会

一
九
九
九

（
２
）
川
勝
政
太
郞
「
伯
耆
佛
隈
発
掘
の
土
版

塔
婆
」『
史
迹
と
美
術
』
七
―
八

史

迹
術
同
攷
会

一
九
三
六

（
３
）
前
掲
註
（
２
）
川
勝
一
九
三
六



棺

（
４
）
前
掲
註
（
１
）
池
上
一
九
九
九

（
５
）
前
掲
註
（
２
）
川
勝
一
九
三
六

（
６
）
前
掲
註
（
１
）
池
上
一
九
九
九

（
７
）
池
上
悟
氏
の
分
析
お
よ
び
奈
良
国
立
博

物
館
所
蔵
資
料
の
観
察
結
果
に
よ
る
。

前
掲
註
（
１
）
池
上
一
九
九
九

（
８
）
奈
良
国
立
博
物
館
『
奈
良
国
立
博
物
館

蔵
品
図
版
目
録
』
考
古
篇

経
塚
遺
物

一
九
九
九
、
奈
良
国
立
博
物
館
『
古
元

逍
遥
―
服
部
和
彦
氏
寄
贈
仏
教
工
芸

展
―
』
二
〇
〇
七

一
、
は
じ
め
に

小
山
二
号
墳
は
、
太
田
遺
跡
第
５
次
調

査
の
際
に
確
認
さ
れ
た
古
墳
時
代
後
期
の

円
墳
で
あ
る
。
棺
内
か
ら
は
約
一
五
〇
本

の
鉄
鏃
が
出
土
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
保

存
処
理
を
行
う
過
程
で
赤
色
顔
料
の
付
着

が
確
認
さ
れ
た
。
鉄
鏃
は
錆
の
影
響
に
よ

り
全
体
的
に
赤
味
を
帯
び
て
い
る
が
、
顔

料
と
思
わ
れ
る
箇
所
は
周
囲
よ
り
も
鮮
や

か
な
赤
色
を
呈
し
て
い
る
。
ま
た
、
既
往

の
調
査
で
は
石
棺
の
前
棺
内
部
に
お
い
て

赤
色
顔
料
が
検
出
さ
れ
た
と
の
報
告
が
あ

る
が
、
鉄
鏃
が
出
土
し
た
奥
棺
お
よ
び
鉄

鏃
に
つ
い
て
は
顔
料
に
関
す
る
情
報
が
な

い
。
そ
こ
で
今
回
、
赤
色
顔
料
が
錆
に
由

来
す
る
も
の
で
あ
る
か
否
か
を
確
認
す
る

た
め
に
、
蛍
光
Ｘ
線
分
析
法
に
よ
る
材
料

調
査
を
実
施
し
た
。

蛍
光
Ｘ
線
分
析
法
は
、
試
料
に
Ｘ
線
を

照
射
し
た
時
に
発
生
す
る
蛍
光
Ｘ
線
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
及
び
強
度
か
ら
、
試
料
に
含
ま

れ
る
元
素
を
特
定
す
る
手
法
で
あ
る
。
物

質
を
構
成
す
る
最
小
単
位
で
あ
る
原
子

は
、
原
子
核
と
そ
の
周
囲
を
周
回
す
る
電

子
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
。
原
子
に
Ｘ

線
を
照
射
す
る
と
、
内
殻
に
あ
る
電
子
が

励
起
さ
れ
て
殻
外
に
は
じ
き
出
さ
れ
、
空

孔
が
で
き
る
。
こ
の
空
孔
に
外
殻
の
電
子

が
遷
移
す
る
こ
と
で
原
子
は
安
定
す
る
。

こ
の
時
に
生
じ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
差
が
蛍

光
Ｘ
線
と
し
て
放
出
さ
れ
る
。
原
子
の
持

つ
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
固
有
で
あ
る
た
め
、
蛍

光
Ｘ
線
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
原
子
に
よ
り
異
な

る
。
し
た
が
っ
て
、
蛍
光
Ｘ
線
の
ス
ペ
ク

ト
ル
を
測
定
す
る
こ
と
に
よ
り
物
質
に
含

ま
れ
る
元
素
の
種
類
を
特
定
で
き
、
強
度

小
山
二
号
墳
出
土
鉄
鏃
に
付
着
し
た

赤
色
顔
料
の
蛍
光
Ⅹ
線
分
析

小
倉
頌
子
・
奥
山
誠
義

図１ 蛍光Ｘ線スペクトル



款

三
、
感
想
と
収
穫

①
文
化
財
保
護
と
管
理
に
つ
い
て

橿
原
考
古
学
研
究
所
で
の
研
修
と
各
地

の
博
物
館
・
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
・
遺

跡
公
園
の
視
察
を
通
じ
て
、
日
本
は
文
化

財
保
護
と
活
用
の
面
で
、
多
く
の
経
験
を

積
み
成
熟
し
て
い
る
こ
と
を
心
底
感
じ
ま

し
た
。
飛
鳥
歴
史
公
園
、
飛
鳥
京
跡
苑
池
、

平
城
宮
跡
歴
史
公
園
、
馬
見
丘
陵
公
園
、

熊
本
県
立
装
飾
古
墳
館
、
大
阪
歴
史
博
物

館
、
近
つ
飛
鳥
風
土
記
の
丘
、
新
沢
千
塚

古
墳
群
公
園
、
佐
賀
県
吉
野
ヶ
里
歴
史
公

園
な
ど
の
整
備
さ
れ
た
遺
跡
公
園
が
多
く

あ
り
、
古
代
の
文
化
遺
産
が
現
代
人
の
日

常
生
活
に
完
全
に
解
け
込
ん
で
い
る
よ
う

に
思
い
ま
し
た
。
現
在
の
中
国
で
、
い
く

つ
か
の
重
要
な
大
型
墳
墓
と
遺
跡
を
発
見

し
調
査
し
た
後
、
遺
跡
公
園
と
し
て
整
備

し
、
文
化
遺
産
の
保
護
が
で
き
た
な
ら
ば
、

一
般
の
人
々
に
と
っ
て
そ
の
地
域
の
歴
史

橿
原
考
古
学
研
究
所
研
修
記
（
下
）

寧
夏
文
物
考
古
研
究
所

馬

暁

玲

か
ら
そ
の
含
有
量
を
求
め
る
こ
と
が
で
き

る
。

二
、
試
料
と
方
法

分
析
の
対
象
と
し
た
試
料
は
、
小
山
二

号
墳
奥
棺
の
棺
外
東
棺
側
よ
り
出
土
し
た

鉄
鏃
九
点
で
あ
る
。
矢
柄
に
は
樹
皮
が
巻

き
付
け
て
あ
り
、
赤
色
顔
料
は
そ
の
部
分

に
見
ら
れ
る
も
の
が
多
い
。
分
析
に
は
日

本
電
子
社
製
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
散
型
蛍
光

Ｘ
線
分
析
装
置JSX

-3100RII
を
用
い
、

非
破
壊
に
よ
る
測
定
を
実
施
し
た
。
こ
の

装
置
の
Ｘ
線
源
は
ロ
ジ
ウ
ム
（
Rh
）
で
あ

る
。
測
定
に
あ
た
っ
て
は
、
Ｘ
線
を
発
生

さ
せ
る
た
め
の
管
電
圧
を
五
〇
夙
（
管
電

流
は
自
動
調
整
）、
照
射
径
を
一
㎜
と
し
、

大
気
雰
囲
気
下
で
一
〇
〇
秒
間
測
定
を

行
っ
た
。

本
装
置
は
、
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
ル
・
パ

ラ
メ
ー
タ
法
（
FP
法
）
に
よ
る
元
素
濃
度

の
自
動
算
出
が
可
能
で
あ
る
。
FP
法
は
一

次
Ｘ
線
の
ス
ペ
ク
ト
ル
分
布
や
質
量
吸
収

計
数
、
蛍
光
収
率
と
い
っ
た
物
理
定
数
か

ら
理
論
的
に
元
素
濃
度
を
計
算
す
る
方
法

で
、
検
出
さ
れ
た
全
元
素
濃
度
の
合
計
が

一
〇
〇
%
と
な
る
よ
う
に
自
動
計
算
さ
れ

る
。
今
回
の
分
析
は
非
破
壊
に
よ
る
表
面

分
析
で
あ
り
、
対
象
と
す
る
顔
料
の
下
層

に
あ
る
地
金
部
が
成
分
組
成
に
大
き
く
影

響
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、

今
回
は
定
量
分
析
の
結
果
に
つ
い
て
は
評

価
し
な
い
こ
と
と
し
た
。

三
、
結
果

図
１
は
蛍
光
Ｘ
線
ス
ペ
ク
ト
ル
の
一
例

で
あ
り
、
縦
軸
は
一
秒
あ
た
り
の
蛍
光
Ｘ

線
の
検
出
数
、
横
軸
は
蛍
光
Ｘ
線
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
値
を
示
し
て
い
る
。
分
析
の
結
果
、

い
ず
れ
の
試
料
も
素
材
で
あ
る
鉄
（
Fe
）

が
最
も
多
く
検
出
さ
れ
、
次
い
で
水
銀

（
Hg
）
の
ピ
ー
ク
が
強
く
現
れ
た
。
そ
の

他
、
珪
素
（
Si
）、
カ
リ
ウ
ム
（
K
）
カ
ル

シ
ウ
ム
（
Ca
）、
チ
タ
ン
（

Ca

Ti
）、
銅
（

Ca

Ti

Cu
）

な
ど
が
僅
か
に
検
出
さ
れ
た
。
試
料
は
長

期
間
土
中
に
埋
没
し
た
状
態
に
あ
っ
た
た

め
、
こ
れ
ら
は
土
壌
に
由
来
す
る
成
分
と

考
え
ら
れ
る
。

わ
が
国
で
古
く
か
ら
使
用
さ
れ
て
い
る

主
な
赤
色
顔
料
と
し
て
水
銀
朱
（H

gS

）、

ベ
ン
ガ
ラ
（Fe
2 O
3

）、
鉛
丹
（Pb

3 O
3

）
が

あ
る
が
、
今
回
分
析
し
た
鉄
鏃
よ
り
水
銀

が
検
出
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
鉄
鏃
表
面
に

付
着
し
た
赤
色
顔
料
は
朱
で
あ
る
と
判
断

で
き
る
。

四
、
ま
と
め

今
回
の
分
析
に
よ
り
、
小
山
二
号
墳
出

土
鉄
鏃
の
表
面
に
朱
が
付
着
し
て
い
る
こ

と
が
新
た
に
判
明
し
た
。
赤
色
顔
料
が
確

認
で
き
た
試
料
は
九
点
の
み
で
あ
り
、
こ

の
朱
が
石
棺
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
か

否
か
現
時
点
で
は
判
然
と
し
な
い
。
し
か

し
先
述
の
通
り
、
既
往
調
査
で
は
赤
色
顔

料
に
関
す
る
詳
細
な
報
告
が
な
か
っ
た
の

で
、
奥
棺
内
に
朱
が
塗
布
あ
る
い
は
副
葬

さ
れ
て
い
た
可
能
性
を
含
め
、
今
回
の
分

析
で
は
有
意
な
結
果
が
得
ら
れ
た
と
考
え

ら
れ
る
。

参
考
文
献

今
尾
文
昭
・
西
村
匡
広
・
奥
田

尚
・
宮
川

徏「
北
葛
城
郡
當
麻
町
太
田
遺
跡
第
５
次
発
掘

調
査
概
報
」『
奈
良
県
遺
跡
調
査
概
報
』
一
九

九
七
年
度
（
第
三
分
冊
）
奈
良
県
立
橿
原
考
古

学
研
究
所

一
九
九
八
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展
示
と
し
て
非
常
に
い
い
こ
と
で
す
。
し

か
し
こ
の
よ
う
な
構
想
は
、
中
国
の
都
市

建
設
と
経
済
発
展
の
方
向
と
の
間
で
矛
盾

が
生
じ
る
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
問
題
解
決

に
お
い
て
、
日
本
の
文
化
財
保
護
の
理
念

は
我
々
に
多
く
の
啓
発
を
与
え
て
く
れ
ま

す
。今

回
の
私
の
研
修
の
目
的
の
一
つ
と
し

て
日
本
の
壁
画
墓
の
内
容
を
理
解
し
た

く
、
奈
良
県
内
の
高
松
塚
古
墳
と
キ
ト
ラ

古
墳
お
よ
び
関
連
す
る
展
示
を
数
回
に
わ

た
り
見
学
し
ま
し
た
。
高
松
塚
古
墳
壁
画

は
現
地
保
存
し
て
い
る
過
程
で
問
題
が
生

じ
、
そ
の
た
め
修
復
施
設
に
運
ば
れ
て
壁

画
修
復
保
存
の
た
め
の
作
業
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
一
般
の
人
々
が
こ
の
作

業
の
た
め
、
壁
画
を
見
る
こ
と
が
で
き
な

い
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
温
湿

度
と
空
調
が
管
理
さ
れ
た
修
復
室
の
外
周

の
見
学
用
通
路
か
ら
、
見
学
者
は
大
き
な

窓
ガ
ラ
ス
越
し
あ
る
い
は
常
備
さ
れ
て
い

る
拡
大
鏡
な
ど
を
通
じ
て
本
物
の
古
代
の

壁
画
の
修
復
・
保
存
状
況
を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
見
学
者
は
さ
ら
に
タ
ッ
チ
パ

ネ
ル
を
利
用
し
て
古
墳
及
び
壁
画
の
内
容

の
解
説
を
み
る
こ
と
が
で
き
、
三
次
元
の

画
像
を
通
し
て
壁
画
の
細
部
も
明
瞭
に
確

認
で
き
、
さ
ら
に
は
壁
画
が
劣
化
し
て

い
っ
た
状
況
も
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
れ
ら
か
ら
私
が
痛
切
に
感
じ
た
の
は
、

日
本
の
一
般
の
方
々
と
考
古
学
に
従
事
す

る
方
々
は
運
命
共
同
体
で
あ
り
、
こ
れ
ら

の
貴
重
な
古
代
の
文
化
遺
産
の
保
護
と
研

究
を
進
め
て
い
く
な
か
で
、
共
に
そ
の
現

状
を
把
握
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
る
こ
と

で
す
。

②
出
土
文
化
財
及
び
調
査
資
料
の
管
理

と
活
用

橿
原
考
古
学
研
究
所
で
の
研
修
二
日
目

に
、
私
は
研
究
所
の
遺
物
収
蔵
庫
、
写
真
・

図
面
庫
と
そ
れ
ら
を
管
理
す
る
資
料
室
を

見
学
し
ま
し
た
。
遺
物
収
蔵
庫
で
は
、
数

層
の
収
蔵
棚
に
整
然
と
コ
ン
テ
ナ
に
入
っ

た
遺
物
が
配
架
さ
れ
、
コ
ン
テ
ナ
に
は
遺

物
の
内
容
を
記
し
た
ラ
ベ
ル
が
貼
ら
れ
、

そ
の
デ
ー
タ
は
パ
ソ
コ
ン
入
力
さ
れ
て
管

理
さ
れ
、
出
土
遺
物
の
何
が
ど
こ
に
配
架

さ
れ
て
い
る
か
容
易
に
検
索
で
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
精
緻
な
整
理
体
制
が
と
ら
れ

て
い
る
こ
と
と
、
そ
れ
を
継
続
す
る
た
め

の
作
業
が
常
時
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を

知
っ
て
、
日
本
の
埋
蔵
文
化
財
に
関
わ
る

人
々
の
職
業
精
神
に
心
か
ら
敬
服
し
ま
し

た
。
後
に
日
本
各
地
の
埋
蔵
文
化
財
調
査

機
関
の
視
察
の
な
か
で
、
出
土
文
化
財
に

つ
い
て
は
す
べ
て
こ
の
よ
う
な
管
理
方
法

が
と
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
ど
の
機

関
に
お
い
て
も
、
す
べ
て
の
出
土
文
化
財

が
安
全
な
建
物
空
間
の
な
か
で
科
学
的
な

管
理
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
理
解
し
ま

し
た
。
発
掘
調
査
の
写
真
・
図
面
の
整
理
・

収
蔵
に
つ
い
て
も
同
様
で
し
た
。

特
に
橿
原
考
古
学
研
究
所
の
資
料
管
理

で
み
た
、
発
掘
調
査
報
告
書
が
刊
行
さ
れ

た
後
に
、
報
告
さ
れ
た
遺
跡
の
図
面
・
写

真
が
整
然
と
整
理
さ
れ
、
空
調
管
理
さ
れ

た
図
面
・
写
真
収
蔵
庫
に
収
め
ら
れ
て
い

る
様
子
が
印
象
に
残
っ
て
お
り
ま
す
。
出

土
文
化
財
の
管
理
と
同
様
に
、
こ
れ
ら
の

資
料
も
デ
ー
タ
管
理
さ
れ
、
容
易
に
収
蔵

場
所
を
検
索
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

中
国
で
の
私
の
仕
事
で
は
、
い
つ
も
膨

大
な
量
の
出
土
文
化
財
の
収
蔵
管
理
の
困

難
さ
に
直
面
し
て
お
り
ま
す
。
今
回
の
日

歓

写
真
１

吉
野
ヶ
里
歴
史
公
園
見
学
風
景

写
真
２

平
城
宮
跡
資
料
館
見
学
風
景

写
真
３

福
岡
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

見
学
風
景



本
で
の
研
修
を
通
じ
て
、
私
は
こ
の
方
面

で
も
得
る
も
の
が
大
き
か
っ
た
で
す
。
今

後
の
私
の
仕
事
の
な
か
に
活
か
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

研
究
所
図
書
室
は
膨
大
な
蔵
書
が
あ

り
、
そ
こ
に
は
多
く
の
中
国
・
韓
国
図
書

を
は
じ
め
と
す
る
外
国
図
書
も
含
ま
れ
て

お
り
ま
す
。
研
修
期
間
中
の
私
の
一
つ
の

作
業
と
し
て
、
私
の
専
門
分
野
に
関
わ
る

図
書
を
借
り
閲
覧
し
、
必
要
部
分
を
コ

ピ
ー
も
し
く
は
ス
キ
ャ
ン
し
て
資
料
化
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
日
本

で
得
た
研
究
資
料
は
、
私
の
今
後
の
研
究

活
動
に
お
い
て
と
て
も
貴
重
な
も
の
と
な

る
で
し
ょ
う
。

③
日
本
考
古
学
に
お
け
る
大
衆
の
参
加

に
つ
い
て

考
古
学
に
関
す
る
絶
え
間
な
い
活
動
に

よ
っ
て
、
こ
こ
数
年
来
、
中
国
の
大
衆
は

考
古
学
分
野
の
情
報
に
ま
す
ま
す
関
心
を

も
っ
て
お
り
ま
す
。
我
々
は
大
衆
の
考
古

学
へ
の
関
心
・
熱
意
を
感
じ
る
と
同
時
に
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
疑
問
の
声
も
耳
に

し
ま
す
。
考
古
学
分
野
の
一
面
的
な
情
報

と
大
衆
の
知
識
の
偏
り
が
こ
れ
ら
の
疑
問

に
反
映
さ
れ
て
い
る
の
で
す
が
、
依
然
と

し
て
我
々
と
大
衆
の
間
で
の
意
志
疎
通
の

不
足
が
あ
る
こ
と
が
最
大
の
原
因
だ
と
思

い
ま
す
。
そ
こ
で
こ
こ
数
年
来
、
中
国
考

古
学
界
で
は
積
極
的
に
パ
ブ
リ
ッ
ク
ア
ー

ケ
オ
ロ
ジ
ー
を
推
進
し
、
考
古
学
調
査
の

成
果
を
最
大
限
一
般
の
方
々
に
普
及
で
き

る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
ア
ー
ケ
オ
ロ
ジ
ー
に
関
し

て
は
、
日
本
の
考
古
学
機
関
で
行
わ
れ
て

い
る
内
容
が
と
て
も
素
晴
ら
し
く
、
今
回

の
日
本
で
の
研
修
で
、
こ
の
点
に
つ
い
て

も
詳
し
く
み
る
こ
と
が
で
き
、
今
後
の
私

の
仕
事
の
中
で
参
考
に
で
き
る
た
く
さ
ん

の
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
私

が
参
加
し
た
中
西
遺
跡
で
は
、
発
掘
調
査

に
参
加
を
希
望
す
る
一
般
の
方
々
を
募

り
、
事
前
に
研
究
所
内
で
研
修
を
受
け
た

上
で
、
実
際
に
現
場
で
調
査
を
体
験
し
て

お
り
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
方
々
は
一
連

の
体
験
を
経
た
こ
と
で
、
発
掘
調
査
の
基

本
的
な
流
れ
を
理
解
で
き
、
貴
重
な
経
験

に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
埋
蔵
文
化

財
に
関
わ
る
仕
事
に
理
解
を
得
、
今
後
応

援
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
も
期
待
で
き
ま

す
。
研
修
中
に
は
、
私
は
何
度
も
研
究
所

が
企
画
し
た
一
般
向
け
の
講
演
会
に
参
加

し
、
多
く
の
方
々
が
熱
心
に
考
古
学
研
究

者
の
研
究
成
果
を
聴
講
し
て
い
る
様
子
を

み
ま
し
た
。

初
め
て
訪
れ
た
国
で
は
、
言
語
・
環
境
・

文
化
の
違
い
で
、
生
活
と
研
修
の
過
程
で

い
く
つ
か
の
困
難
に
出
会
う
こ
と
は
よ
く

あ
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
私
は

一
〇
ヶ
月
の
研
修
期
間
中
、
い
つ
も
日
本

の
考
古
学
関
係
者
に
、
あ
る
と
き
は
見
ず

知
ら
ず
の
人
に
親
切
に
助
け
て
い
た
だ
き
、

と
て
も
感
激
し
ま
し
た
。
生
活
と
研
修
だ

け
で
な
く
、
研
究
所
の
企
画
課
の
皆
様
に

は
多
忙
な
仕
事
の
な
か
で
、
様
々
な
面
で

私
を
気
づ
か
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
調

査
課
と
資
料
課
の
方
々
に
は
発
掘
調
査
へ

の
参
加
や
見
学
、
図
書
閲
覧
な
ど
で
本
当

に
多
く
の
援
助
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

多
く
の
博
物
館
や
考
古
学
機
関
を
見
学

し
た
時
に
は
、
常
に
そ
こ
の
研
究
員
の
方

に
整
理
室
や
収
蔵
庫
な
ど
の
バ
ッ
ク
ヤ
ー

ド
ま
で
案
内
し
て
い
た
だ
き
、
説
明
を
受

け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
の
内
容
が
よ
く

理
解
で
き
、
さ
ら
に
は
関
連
書
籍
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

④
お
わ
り
に

一
人
で
外
出
し
て
駅
や
道
中
、
買
い
物

な
ど
で
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
っ
た
と
き
、

見
ず
知
ら
ず
の
方
が
わ
か
り
や
す
い
日
本

語
で
私
に
話
し
か
け
、
と
て
も
親
切
に
助

け
て
い
た
だ
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

私
に
と
っ
て
非
常
に
印
象
深
か
っ
た
こ

と
が
一
つ
あ
り
ま
す
。
中
西
遺
跡
の
発
掘

調
査
に
参
加
し
て
い
た
と
き
に
、
一
〇
月

の
ま
さ
に
稲
刈
り
の
時
期
で
、
木
村
所
員

と
西
川
所
員
が
私
を
連
れ
て
日
本
の
稲
刈

り
風
景
を
み
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
稲
刈
り

を
し
て
い
た
ご
夫
婦
は
私
が
中
国
か
ら
来

汗

写
真
４

中
西
遺
跡
の
発
掘
調
査
風
景

写
真
５

稲
束
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
い
た
だ
い

た
ご
婦
人
と
共
に



研
究
所
催
し
物
・

附
属
博
物
館
展
示
案
内

橿
原
考
古
学
研
究
所
創
立
八
〇
周
年
関
連

事
業

第
三
七
回
奈
良
県
立
橿
原
考
古
学

研
究
所
公
開
講
演
会

『
王
権
は
移
動
し
た
か

―
纒
向
か
ら
柳
本
へ
―
』

共
催
：（
公
）
由
良
大
和
古
代
文
化研

究
協
会

日
時
：
平
成
二
九
年
一
一
月
三
日
（
金
）

文
化
の
日

会
場
：
奈
良
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

大
ホ
ー
ル

内
容
：

「
黒
塚
古
墳
の
最
新
研
究
成
果
」

奈
良
県
教
育
委
員
会
文
化
財
保
存
課

課
長
補
佐

岡
林

孝
作

「
纒
向
遺
跡
と
纒
向
古
墳
群
か
ら
み
た

初
期
ヤ
マ
ト
王
権
と
黒
塚
古
墳
」

桜
井
市
教
育
委
員
会
文
化
財
課

課
長

橋
本

輝
彦

「
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
初
期
ヤ
マ
ト
王
権

と
黒
塚
古
墳
」

当
研
究
所

所
長

菅
谷

文
則

秋
季
特
別
展
（
開
催
中
）

『
黒
塚
古
墳
の
す
べ
て
』

開
催
期
間
：
平
成
二
九
年
一
〇
月
七
日

（
土
）
～
一
一
月
二
六
日
（
日
）

研
究
講
座
：

第
二
回

一
〇
月
二
九
日
（
日
）

（
銅
鏡
を
め
ぐ
る
諸
問
題
）

「
黒
塚
古
墳
出
土
鏡
の
意
義
」

当
研
究
所
資
料
課

係
長

水
野

敏
典

「
黒
塚
古
墳
と
ヤ
マ
ト
王
権
保
有
の
銅
鏡
」

大
手
前
大
学
総
合
文
化
学
部

教
授

森
下

章
司

第
三
回

一
一
月
一
二
日
（
日
）

（
鉄
製
武
器
・
武
具
）

「
古
墳
時
代
前
期
出
土
刀
剣
の
諸
問
題

―
黒
塚
古
墳
出
土
刀
剣
を
通
し
て
―
」

当
研
究
所
企
画
課

主
任
研
究
員

持
田

大
輔

「
鉄
の
威
風
―
武
装
か
ら
み
た

く
ろ
が
ね

黒
塚
古
墳
と
そ
の
時
代
」

京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

助
教

阪
口

英
毅

特
別
陳
列

『
十
二
支
の
考
古
学
総
集
編
』

開
催
期
間
：

平
成
二
九
年
一
二
月
二
六
日
（
土
）

～
平
成
三
〇
年
一
月
一
四
日
（
日
）

海
外
交
流

◇
中
国
寧
夏
文
物
考
古
研
究
所
研
究
員
受

入
事
業

受
入
研
究
員
：
王

宇
氏

期
間
：
平
成
二
九
年
六
月
一
六
日

～
平
成
三
〇
年
四
月
中
旬
（
予
定
）

◇
海
外
技
術
研
修
員
受
入
事
業
（
国
際
課

事
業
）

受
入
研
究
員
：
孫

麗
娟
氏

（
中
国
陝
西
省
西
北
大
学
文
化
遺
産
学
院
）

期
間
：
平
成
二
九
年
八
月
三
日

～
平
成
三
〇
年
一
月
二
八
日

◇
奈
良
県
・
陝
西
省
戦
略
的
専
門
分
野
交

流
事
業
（
国
際
課
事
業
）

派
遣
職
員
：
米
川

裕
治
所
員

派
遣
先
：
陝
西
省
西
北
大
学
文
化
遺
産
学

院
・
陝
西
省
考
古
研
究
院

期
間
：
平
成
二
九
年
一
一
月
中
旬

～
平
成
三
〇
年
三
月
中
旬
（
予
定
）

◇
韓
国
国
立
文
化
財
研
究
所
と
の
交
換
研

修
事
業

派
遣
職
員
：
絹
畠

歩
所
員

期
間
：
平
成
三
〇
年
一
月
～
三
月（
予
定
）

受
入
研
究
員
：
南

浩
鉉
氏

（
国
立
江
華
文
化
財
研
究
所
）

期
間
：
平
成
三
〇
年
一
月
八
日

～
三
月
九
日
（
予
定
）

漢

た
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
、
と
て
も
温
か

く
歓
迎
さ
れ
、
稲
刈
り
の
説
明
を
熱
心
に

し
て
い
た
だ
き
、
一
束
の
稲
を
私
に
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
と
き
私

は
日
本
に
来
て
間
も
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

日
本
人
の
も
て
な
し
と
温
か
い
心
を
と
て

も
深
く
感
じ
ま
し
た
。

研
修
期
間
中
、
こ
こ
は
き
れ
い
な
空
気

と
美
し
い
山
水
が
あ
る
国
と
い
う
だ
け
で

は
な
く
て
、
こ
こ
に
住
む
人
達
は
礼
儀
正

し
く
親
切
だ
と
私
は
常
に
感
じ
て
お
り
ま

し
た
。
楽
し
く
順
調
に
こ
の
貴
重
な
時
間

を
過
ご
し
た
こ
と
は
、
私
の
人
生
の
中
で

最
も
す
ば
ら
し
い
思
い
出
と
な
る
で
し
ょ

う
。日

本
で
知
っ
た
考
古
学
の
仕
事
の
状
況

と
方
法
、
そ
れ
か
ら
収
集
で
き
た
多
く
資

料
は
、
私
の
仕
事
に
と
っ
て
今
後
重
要
な

啓
発
を
も
た
ら
す
と
思
い
ま
す
。
私
は
こ

の
国
と
人
々
を
さ
ら
に
深
く
知
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
最
後
に
私
に
今
回
の
交
流

の
機
会
を
与
え
て
下
さ
っ
た
橿
原
考
古
学

研
究
所
の
菅
谷
所
長
を
は
じ
め
す
べ
て
の

所
員
に
感
謝
し
ま
す
。
次
は
中
国
寧
夏
で

皆
さ
ま
と
お
会
い
す
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。


